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【 栄養成分表示関係 】



栄養成分表示とは？



栄養成分表示とは？
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健康や栄養を考えて食品を選ぶときの目安

となります。

生活習慣病（高血圧症、糖尿病 など）へ

の対応など、日本人の食生活の変化に合わせ

た健康維持への情報としての役割は、大きい

ものがあります。



栄養成分表示とは？
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栄養成分表示を見ることを習慣化する

ことで、適切な食品選択や栄養成分の

過不足の確認等に役立てることができ

ます。



栄養成分表示とは？
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一般用加工用食品の栄養成分表示は、

平成27年４月１日から義務表示になっていま

す。

経過措置期間が終了し、

２０２０年（令和２年）４月１日～

完全施行となりました。



栄養表示対象となる表示媒体
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販売される食品の容器包装が対象です

※店頭で表示されるポップやポスターなど、食品の

容器包装以外のものに栄養表示される場合は、食

品表示基準は適用されません（ただし、健康増進

法（誇大表示の禁止）や景品表示法（優良誤認）等

は適用対象です。）。



栄養表示の義務化の
対象商品は？

「一般加工食品」「一般添加物」



①容器包装の表示可能面積が３０c㎡以下であるもの

②酒類

③栄養の供給源として寄与の程度が小さいもの

④極めて短い期間で原材料（その配合割合を含む。）
が変更されるもの

⑤小規模事業者が販売するもの
・消費税法第9条第１項において、消費税を納める
義務が免除される事業者が販売するもの。

・中小企業基本法第２条第５項に規定する小規模事
業者が販売するもの。 8

栄養成分表示を省略できる食品



9

③栄養の供給源として寄与の程度が
小さいもの

（食品表示基準Q＆A「第２章加工食品」より）

コーヒー豆やその抽出物、ハーブやその抽
出物、茶葉やその抽出物、スパイス等が考え
られる。

ただし、スパイス等のうち一度に多く使用する
場合が想定され、かつ、その場合に栄養の供給源
になり得るものについては栄養成分をしなければ
ならない。

・カレーやシチューのルー
・粉茶や抹茶など、一定量を摂取する場合
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④極めて短い期間で原材料（その配
合割合を含む）が変更されるもの

食品表示基準Q&Aについて

（平成27年3月、最終改正令和４年６月15日消食表第243号、消費者庁食品表示企画課）

・日替わり弁当等３日以内に変更されるもの

（ただし、サイクルメニューを除く）

・複数の部位を混合しているため、その都度原材料が

変わるもの

（例：合挽肉、切り落とし等の切り身を使用した食肉加工品、白も

つ等のうち複数の種類・部位を混合しているため、その都度原

材料が変わる食品）
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⑤小規模事業者が販売するもの

消費税法第９条第1項に規定する事業者

（課税売上高が１０００万円以下又は中小企業基本法に

規定する、概ね常時使用する従業員の数が２０人以下

（商業又はサービス業に属する事業を主たる事業として

営む者については５人以下の事業者）



12



13



食品表示基準に
規定されている
成分

加工食品 生鮮食品 添加物

一般用 業務用 一般用 業務用 一般用 業務用

熱量
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

義務
※

任意 任意 任意
義務
※

任意

上記５項目以外
の成分

任意 任意 任意 任意 任意 任意
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表示が義務となる栄養成分

※一部、栄養成分表示を省略できる食品または栄養成分表示を要しない食品を含む

任意の区分であっても、食品表示をする場合は、食品表示基準を遵守する必要があり、
基準を満たしていない場合は罰則規定が適応される（食品表示基準第２章、３章、４
章）。



義務表示の表示方法

②食品単位は、100g、100ml、1食分、1包装
その他の1単位のいずれかで表示する。
※1食分である場合は、1食分の量を併記し

て表示する。例：1食（50ｇ）当たり

③「記載名や表示単位」を別名、表示単位で記
載することも可能 ※下記表のとおり

別 名 別表示
単位表示名

熱量 エネルギー キロカロリー

たんぱく質 タンパク質、蛋白質、
たん白質、たんぱく、
タンパク

グラム

脂質 グラム

炭水化物 グラム

食塩相当量 グラム

④栄養成分及び熱量
の順番を変更して
はいけない

⑤同等程度に見やすく一括して表
示してあり､消費者にとってわか
りやすいよう工夫した表示をす
ることも可能 15

（食品表示基準第２２条６ 別記様式２）

①必ず栄養成分表示と記載すること。



表示する際の留意点
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表示場所
容器包装を開けないでも容易に見える場
所に読みやすく表示する。

文字の大きさ

原則８ポイント以上の活字で記載する。た
だし、表示可能面積がおおむね１５０㎠以
下の場合は、５．５ポイント以上の大きさの
文字で記載することができる。



義務表示の表示方法

②食品単位は、100g、100ml、1食分、1包装
その他の1単位のいずれかで表示する。
※1食分である場合は、1食分の量を併記し

て表示する。例：1食（50ｇ）当たり

③「記載名や表示単位」を別名、表示単位で記
載することも可能 ※下記表のとおり

別 名 別表示
単位表示名

熱量 エネルギー キロカロリー

たんぱく質 タンパク質、蛋白質、
たん白質、たんぱく、
タンパク

グラム

脂質 グラム

炭水化物 グラム

食塩相当量 グラム

④栄養成分及び熱量
の順番を変更して
はいけない

⑤同等程度に見やすく一括して表
示してあり､消費者にとってわか
りやすいよう工夫した表示をす
ることも可能 17

（食品表示基準第２２条６ 別記様式２）

①必ず栄養成分表示と記載すること。



表示の区分 栄養成分等

推奨表示
・飽和脂肪酸
・食物繊維

任意表示

・ｎｰ３系脂肪酸
・ｎｰ６系脂肪酸
・コレステロール
・糖質
・糖類
・ナイアシン、パントテン酸、ビオチン、ビタミンA、ビタ
ミンB₁、ビタミンB₂、ビタミンB₆、ビタミンB12、ビタミン
C、ビタミンD、ビタミンE、ビタミンK、葉酸、亜鉛、カリ
ウム、カルシウム、クロム、セレン、鉄、銅、マグネシウ
ム、マンガン、モリブデン、ヨウ素、リン
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推奨または任意となる栄養成分
（食品表示基準第3条、第６条、第７条）



ミネラル類 （ナトリウム除く）と
ビタミン類

19

どちらも、任意の表示項目となります。

◎ミネラル類（ナトリウム除く） １２種類

名称は、元素記号で表示することも可能です。

（例）カルシウム → Ｃａ

鉄 →  Ｆｅ など

◎ビタミン類 １３種類

名称は、アルファベットで表示することも可能です。

（例）ビタミンＡ → Ｖ.Ａ 、 ＶＡ

※他のビタミンも同様



栄養成分表示 （１食（１２５ｇ）当たり）

熱量 ○○kcal
たんぱく質 ○○ｇ
脂質 ○○ g

－飽和脂肪酸 ○○ g
－n-3系脂肪酸 ○○ g
－n-6系脂肪酸 ○○ g

コレステロール ○○ ㎎
炭水化物 ○○ g

－糖質 ○○ g
－糖類 ○○ g

－食物繊維 ○○ g
食塩相当量 ○○ g

※ビタミン類、ミネラル類は食塩相当量に続けて
枠内に記載します。

糖質又は食物繊維の量のい
ずれかを表示しようとする
場合であっては、糖質及び
食物繊維の量の両方を表示
すること。

ナトリウム塩を添加してい
ない食品又は添加物につい
て、食塩相当量とナトリウ
ムを表示する際は、「食塩
相当量」を「ナトリウム
（食塩相当量）」等に代え
て表示できる

義務表示の①～⑤は任意表示でも同様です！
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任意表示の表示方法 （食品表示基準第２２条６ 別記様式３）



栄養成分表示の設定方法について
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次の４つの方法があります。

１） 分析値

２） 計算値

３） 参照値

４） 併用値



分 析 値
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消費者庁が定めた分析方法によって

分析した値。

自社で分析を実施する場合と信頼で

きる分析機関に分析を依頼する場合が

ある。



計 算 値

23

日本食品標準成分表などの公的データ

ベース等から原材料の栄養成分値を入手

して、その商品の栄養成分を算出した値。

自社が持っている配合レシピや調理法か

ら計算できる。



参 照 値
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公的なデータベース等（例：日本食品標準成分

表）を基に表示しようとする食品と同一又は類似

する食品から、栄養成分値を類推した値。

一般的な食品の場合適用できる可能性がある。

※栄養成分表示しようとする食品の過去の分析結果

等を参照して表示値とする場合も参照値となる場合

がある。



併 用 値
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分析値、計算値及び参照値を併用し

た値。



栄養成分表示を行う値の
誤差の許容範囲
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熱量、たんぱく質、脂質、炭水化物、ナト

リウムの許容差の範囲は±２０％です。

他の栄養素については、個々に定められ

ています。



合理的な推定により表示値を設定
する場合に定められた方法
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表示値が、定められた分析方法によって得ら

れた値と一致しない可能性がある場合、栄養

成分表示の近接した場所に次のように表示し

ます。

例１ 「この表示値は目安です。」

例２ 「推定値」



栄養強調表示
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【栄養強調表示の例】

・カルシウムたっぷり

・鉄プラス ・低脂肪

・カロリーハーフ ・減塩

・砂糖不使用 ・コレステロールゼロ



☆補給ができる旨の表示（高い、豊富、多く含む）

☆適切な摂取ができる旨の表示（無、低、控えめ）

栄養強調表示をする場合、それぞれの栄養素に基
準が定められています。

基準を満たさなければ、表示できません！

表示する際の値は、分析値によって求めた値が基
準を満たしていれば表示可能です。

「この表示値は目安です」「推定値」は表示不可。

栄養強調表示
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機能性が表示されている食品
について
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「おなかの調子を整えます」
「脂肪の吸収をおだやかにします」など、
特定の保健の目的が期待できる（健康
の維持及び増進に役立つ）という食品の
機能性を表示している食品
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一日に必要な栄養成分（ビタミン、ミネラルな
ど）が不足しがちな場合、その補給・補完の
ために利用できる食品です。すでに科学的

根拠が確認された栄養成分を一定の基準量
含む食品であれば、特に届出などをしなくて

も、国が定めた表現によって機能性を表示
することができます。

事業者の責任において、科学的根拠
に基づいた機能性を表示した食品で
す。販売前に安全性及び機能性の

根拠に関する情報などが消費者庁
長官へ届け出られたものです。ただ
し、特定保健用食品とは異なり、消

費者庁長官の個別の許可を受けた
ものではありません。



注 意 点
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食品表示基準違反、命令違反等につ

いては、罰則が規定されています。



表示事項に問題がある場合、
罰則の対象にも・・・

●食品表示基準に基づいた表示を行っていない場
合、食品表示法違反として、食品表示法の指示や
命令のほか、罰則の対象となる可能性があります。

●科学的根拠情報の範囲を超えた表示事項は、不
当景品類及び不当表示防止法（景品表示法）の不
当表示又は健康増進法の虚偽誇大広告に該当す
るおそれがあります。
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不明な点は、
県中保健福祉事務所健康増進課まで


